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別紙 

 

 

導入促進基本計画 

 

 

１ 先端設備等の導入の促進の目標 

（1） 地域の人口構造、産業構造及び中小企業者の実態等 

 八重瀬町は総面積２６．９㎢、沖縄本島南部に位置し、町の南北を繋ぐ国道５

０７号線は那覇空港自動車道南風原南 IC と接続し、那覇空港・本島中北部への

アクセスが容易であるほか、具志頭地域は那覇市～糸満市～南城市へと続く国

道３３１号線の中間点にあたり、南部周遊観光ルートにおける結節点となって

いる。 

 令和 7 年 4 月末時点の町人口は 33,342 人、今後の人口推計においては引き続

き増加傾向にあるものの、生産年齢人口はほぼ横ばいの状態が続くと予想され

ている。 

 町の主要産業としては医療・福祉、卸・小売、建設、製造、農業、サービス業

を中心に多様な業種の事業者が存在しており、これらが八重瀬町の経済及び雇

用を支えている。 

 一方、八重瀬町では業種を問わず人手不足・後継者不足は課題となっており、

企業の生産活動に支障を及ぼしている。 

 

 

 

（2） 目標 

 八重瀬町では中小企業等経営強化法第49条第１項の規定に基づく導入促進基

本計画（以下、「基本計画」という。）を策定し、町内中小企業者による先端設備

等導入計画（以下、単に「導入計画」という。）の策定・認定を通じ、先端設備

等の導入を促す。そのため、八重瀬町における目標は次の通りとする。 

 

 導入計画の認定数 年間３件以上 

 

（3） 労働生産性に関する目標 

 八重瀬町では、基本計画による町内中小企業者への先端設備等の導入を促し、

八重瀬町全体の労働生産性向上を図る。そのため、基本計画における労働生産性

（中小企業等の経営強化に関する基本方針に定めるものをいう。）に関する目標

は次のとおりとする。 

 

・導入計画を策定した事業者における労働生産性の伸び率 年平均３%以上 
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２ 先端設備等の種類 

 八重瀬町では、基本計画により全体で生産性の底上げを図る観点から、基本計

画において対象とする設備は、中小企業等経営強化法施行規則第７条第１項に定

める先端設備等全てとする。 

 

３ 先端設備等の導入の促進の内容に関する事項 

 八重瀬町には町全域にわたり農業・製造業・サービス業等、多様な事業者が存

在し、町の雇用・経済を支えている。そのため、八重瀬町における基本計画の対

象区域、業種並びに事業については次のとおりとする。 

 

（1） 対象区域 

基本計画の対象区域は、八重瀬町内の全域とする。 

 

（2） 対象業種・事業 

基本計画における対象業種はすべての事業とし、対象事業は労働生産性が 

年平均３%以上向上すると見込まれる幅広い事業を対象とする。 

 

４ 計画期間 

（1） 導入促進基本計画の計画期間  

国が同意した日（令和 7 年６月２５日）から２年間とする。 

 

（2） 先端設備等導入計画の計画期間 

導入計画の計画期間は、３年間、４年間、５年間とする。 

 

５ 先端設備等の導入の促進に当たって配慮すべき事項 

（1） 雇用の安定 

 地域における雇用の維持・確保を図る観点から、人員削減を目的とした取組につ

いては導入計画の認定の対象外とする。 

 

（2） 健全な地域経済の発展・安全な住民生活の保全 

 地域における安全・安心の維持・確保を図る観点から、公序良俗に反する取組、

反社会的勢力との関係が認められる取組については、導入計画の認定の対象外とす

る。また、安全な住民生活の保全に影響すると考えられる取組については、あらか

じめ関係する地域住民の意見を聴取することとする。 

 

（備考） 

  用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とする。 

令和 7 年 6 月 


